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１ 基本的な考え方 
 

（１）戦略策定の趣旨 
 

少子高齢化や高度情報化、国際化、地球規模での環境問題、インバウンド観光客の増加や北

海道新幹線開業に向けた工事の進展など、本町を取り巻く状況は大きく変化しています。こ

のような中で、長万部町においては、様々な状況の変化に的確に対応しながら自立したまち

づくりと、これまで以上に地域の特性を活かした個性あふれ、魅力ある地域を形成していく

ことが必要です。 

平成 26 年 11 月に「まち・ひと・しごと創生法」が公布され、地方自治体においても「ま

ち・ひと・しごと創生」に関する施策を総合的かつ計画的に実施することが求められました。

本町においては『長万部町創生総合戦略』を平成 27 年 10 月に策定し、急速に進む人口減少

や少子高齢化、都市部への人口流出など喫緊の課題に対応するための重点施策を示し、取り

組んできました。 

「総合戦略」の策定から５年が経過し、地方創生の取り組みをいっそう進めるため、「総合

戦略」で掲げた基本目標や重要業績評価指標（KPI）達成に向けた進捗状況を検証するととも

に、重点プロジェクト・個別事業について情勢の推移による必要な見直しを行い、『第２期長

万部町創生総合戦略』を策定するものです。 
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（２） 計画の位置づけ・期間 
『第２期長万部町創生総合戦略』は、まち･ひと･しごと創生法に基づき、長万部町人口ビ

ジョンを踏まえ、長万部町の「まち・ひと・しごとの創生｣に向けた目標や施策の基本的方向、

具体的な施策をまとめたものです。 

本戦略の対象期間は令和２年度から７年度までの６年間としますが、この『第２次長万部

町創生総合戦略』は、『第４次長万部町まちづくり総合計画（令和３年度～１２年度）』の一部

と連動します。そのため、総合計画として広い視野と計画的視点に立ち、目指すべき姿とそ

の実現に必要な方策を明らかにする地域経営の基本方針という性格を併せ持ちます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 長万部町総合戦略の位置づけ 
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（３） 戦略推進の考え方 
 

① 全町一丸となった施策の推進 

本戦略は、産学官金労言といった幅広い参加者からなる「長万部町まちづくり推進会議」で

検討を行うとともに、庁内若手職員によるワークショップや町民に対するアンケート調査、

パブリックコメントを実施するなど、多様な意見の反映に努めたところです。 

人口減少の危機を乗り越え、まちを活性化していくためには、町民、NPO、関係団体や民間

事業者等の主体的な取組と相互の連携が重要であることから、様々な知恵を結集しながら、

全町あげて目標達成に向けた施策を推進します。 

 

② 北海道や近隣市町村との連携 

施策の推進にあたっては、北海道の総合戦略との連携を図るとともに、近隣市町村との様々

な広域連携の取組をさらに発展させ、施策の相乗効果と行政運営の効率化が図られるよう取

り組みます。 

 

③ PDCAサイクルの確立 

戦略の推進にあたっては、効果を検証し改善を図る PDCA サイクルを確立し、必要に応じ

て戦略の見直しを行うなど、実効性のある取組を進めます。  

また、それぞれの施策に対して、客観的な重要業績評価指標（KPI）を設定し、目標の達成

度合いを検証します。 

なお、新幹線長万部駅周辺整備のスケジュールが変更するなどの状況の変化があり、急遽

実効性のある取組の必要性が高まるなどの場合には、戦略の変更について柔軟な対応をおこ

ないます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ＰＤＣＡサイクル：Plan-Do-Check-Action の略称。 

Plan（計画），Do（実施），Check（評価），Action（改善）の４つの視点をプロセスの中に取り

込むことで，プロセスを不断のサイクルとし，継続的な改善を推進するマネジメント手法です。 

※重要業績評価指標（KPI）：Key Performance Indicator の略称。 

施策ごとの進捗状況を検証するために設定する指標です。 
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２ 基本戦略と施策 
 

（１）取組の視点 
北海道の人口は全国より 10 年早い 1997 年をピークに減少に転じ、現在も全国を上回る

スピードで人口減少が進行しています。  

本町においても、1965 年の 15，349 人をピークに減少を続け、2015 年には 5,926人と

ピーク時の４割に満たない水準となっています。この度策定した「長万部町人口ビジョン」

では、さらなる人口減少が想定されることから、今後のまちづくりに向けて、町民一人一人

が危機感を共有し、総合的かつ戦略的な対策を講じていく必要があります。  

今後の人口の将来展望を踏まえると、人口減少を緩和する取組とともに、人口減少に即し

た効果的・効率的なまちづくりが求められます。また、人口減少に立ち向かうためには、自然

減と社会減それぞれ両面からの対策が必要です。  

こうした観点から、若者が安心して働ける雇用の場の確保、移住・定住の促進や交流人口の

拡大、出生率の向上など抜本的な少子化対策、高齢者をはじめとする町民が安心して暮らせ

る環境づくりなど、国や道の取組との連携や各施策間の連携に十分留意しながら、取組を進

めます。 

本戦略では、本町の特性を踏まえながら、基本戦略推進に向けた横断的な視点を以下の４

つに設定します。 

 

① 新幹線開業効果を最大限に活かすための基盤づくり 
・開業後のまちづくりを見据えた雇用の場・定住の場づくり・生活環境づくりをすすめる 

 

② 東京理科大学と連携したまちづくり 
・大学全体の知的資源や生まれ変わる長万部キャンパスの活力などをまちづくりに取り込む 

 

③ 多様な人材の活躍を支える基盤づくり 
・若者、女性、外国人などが活躍できるまちを目指した各種基盤づくり 

 

④ 新しい時代の流れを力にするまちづくり 
・次世代のＩＣＴ技術や持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を活かしたまちづくりの推進 
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なお、「基本戦略推進に向けた横断的な視点」に関連が深い施策については、P7以降の各施策のタイトルの後に記

号を付けています。４つの視点毎の記号は以下のとおりです。 

 

① 新幹線開業効果を最大限に活かすための基盤づくり 
② 東京理科大学と連携したまちづくり 
③ 多様な人材の活躍を支える基盤づくり 
④ 新しい時代の流れを力にするまちづくりにそれぞれ関連が深いことを示します。 

 

また、本戦略の各施策に関連するＳＤＧｓ※の分野についても、下記の番号で示しています。 

 

※Ｓ
エス・

Ｄ
ディー

Ｇｓ
・ジーズ

（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）について 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新 

 
理 

 
人 

 
S 

■ＳＤＧｓとは、2015年 9月の国連サミットで採択された 2030年までに持続可能でよりよい世界を目指

す国際目標です。 

■17のゴール・169 のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない」ことを誓っています。 

■ＳＤＧｓは発展途上国のみならず、先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なものであり、日本とし

ても積極的に取り組んでいます。 

■17のゴールの分野 

貧困        飢餓        保健        教育       ジェンダー 

水・衛生      エネルギー     成長・雇用    イノベーション      不平等 

都市       生産・消費       気候変動      海洋資源      陸上資源 

平和       実施手段 
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（２）長万部町創生のための基本戦略 
総合戦略の柱となる基本戦略は、国の総合戦略が定める４つの基本目標をベースとして、

今後の社会動向や長万部の地域特性を反映した基本戦略推進に向けた４つの横断的な視点を

踏まえた上で４つの戦略を設定し、総合的に施策を推進します。  

 また、この総合戦略は、４つの基本戦略ごとに、今後６カ年の数値目標、施策の基本的方

向、具体的な施策と重要業績評価指標で構成しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※国の第２期「総合戦略」における基本目標。 

基本目標１ 稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働けるようにする 

基本目標２ 地方とのつながりを築き、地方への新しいひとの流れをつくる 

基本目標３ 結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

基本目標４ ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる 

【国の第１期「総合戦略」の基本目標の見直し】（令和元年１２月） 

①基本目標２：「地方とのつながりを築く」観点の追加 

地域外から地域の祭りに毎年参加し運営にも携わる、副業・兼業で週末に地域の企業・NPO で

働くなど、その地域や地域の人々に多様な形で関わる人々、すなわち「関係人口」を地域の力にしてい

くことを目指すなど、地方とのつながりの強化に向けて、地域に目を向け、地域とつながる人や企業を増

大させることを目指す。 

②基本目標１、４：「ひとが集う、魅力を育む」観点の追加 

稼げる地域をつくり、賃金ややりがいの面で魅力的なしごとの場を地方に創出するとともに、地域にお

ける所得の向上を実現する。また、質の高い暮らしのためのまちの機能の充実に取り組む。 

◆第２期長万部創生のための基本戦略（案） 

戦略１ 地域資源と地理的条件を活かした「稼げる」産業基盤と雇用の場づくり 

戦略２ 新幹線駅を核とした人を惹きつける魅力あふれるまちづくり 

戦略３ 若者・女性が輝ける、子育て環境に恵まれた住みやすいまちづくり 

戦略４ 広域的な地域連携が進む安心して暮らせるまちづくり 
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戦略１ 地域資源と地理的条件を活かした「稼げる」産業基盤と雇用の場づくり 
 

（１）主な数値目標（令和７年度） 
・長万部町の観光延宿泊者数 20%増（平成 30年度 2.9万人泊） 

・水揚額 10%増（平成 30年 49億円） 

・農業就業者に占める 50歳未満の比率 25.0％（平成 27年 20.5％） 

 

（２）基本的方向 
恵まれた水産資源や気候条件、地域文化などの地域特性や新幹線駅が立地する地理的条件

を活かし、世界市場を視野に入れた競争力のある産業・雇用の場の確保・創出を目指します。 

 

（３）主な施策と重要業績評価指標 
①新幹線開業に備えた産業基盤の確立 

  

 ◎長万部温泉街の魅力創出 

北海道新幹線開業時に観光消費を受け止める基盤を高めるため、温泉資源の維持管理を強

化するとともに、観光市場の変化に対応した受け入れ環境の向上を図っていきます。 

 

◎観光消費を雇用につなげる取組の推進 

北海道新幹線の開業効果を高めるため、土産品の開発や地域の食文化を活かした新たなメ

ニューの開発、観光協会法人化の支援等、地域内で観光振興消費を高めるための取組を進め

ます。 

 

◎商店街や温泉街での起業支援の促進 

首都圏や都市部等からの新規参入を促すため、商店街や温泉街での起業を支援する取組を

進めます。 

 

重要業績評価指標（KPI） 

項  目 基準値 目標値（Ｒ７） 

・観光入込客数 49.3万人(H30) 20％増 

・観光宿泊延数 2.9万人(H30) 20％増 

・商店街、温泉街における新規参入者 なし(H30) 1件以上 
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②新時代の市場環境に適応した力強い食関連産業の確立 

 

◎ホタテを中心としたつくり・育てる漁業の基盤づくり 

安定的なホタテ貝の生産を図るため、国のアイヌ政策推進交付金事業を活用しながらホタ

テ稚貝を管外より移入し、生産性を高めると共に同事業にてブランド化を推進します。また、

長万部漁業協同組合と連携し、国・道の事業を活用し、生産を増大させる機器整備や付着物

等を除去する機器整備を行います。 

 

◎生産性が高く、魅力ある就農環境の形成 

就農者の高齢化に対応するために、耕作放棄地や遊休農地の活用などを図るとともに、都

市部からの新規就農者や他産業からの農業事業への参画を促進させる取組を進めます。 

 

◎地域の素材を活かした特産品開発と６次産業化の推進 

地域で産出される農林水産品の高付加価値化を図り、農林漁業者の雇用と所得を確保する

ため、地域の素材を活かした特産品（長万部グルメ）開発に向け、地元事業者と連携した取

り組みを進め、新規事業者の掘り起こしを推進します。 

 

重要業績評価指標（KPI） 

項  目 基準値 目標値（Ｒ７） 

・水揚額 （平成 30年 49億円） 49億円(H30) 10%増 

・農業就業者に占める 50歳未満の比率 20.5％(H27) 25.0％ 

・新規就農者（個人・法人）の受入 なし(H30) 1件以上 

  

S 

S 人 

 

人 
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戦略２ 新幹線駅を核とした人を惹きつける魅力あふれるまち 
 

（１）主な数値目標（令和７年度） 
・外国人観光延宿泊者数 1,000人泊（平成 30年度 未集計） 

・まちづくりワークショップの開催件数 1件以上（平成 30年度 0件） 

・空き家・空き店舗の利活用 1件以上（平成 30年度 0件） 

 

（２）基本的方向 
整備が進む北海道新幹線長万部駅や東京理科大長万部キャンパスの存在などを活かしなが

ら、自然資源と地域文化、交通拠点などの地理的資源を最大限活用し、多様な層を惹きつけ

る魅力あるまちを目指します。 

 

（３）主な施策と重要業績評価指標 
①地域の雇用創造を促進する交流人口の拡大 

 

◎新幹線開業を視野に入れた多様な交流人口（外国人、道外客、宿泊客）を受け入れる基盤

づくり                      

長万部観光協会とも連携しながら、ワンストップ窓口サービス機能の強化を図るとともに、

着地型旅行商品の開発・磨き上げや魅力的な観光プランの造成・情報発信、wi-fi環境等の整

備、外国語ガイドの養成、観光関連施設の老朽化対策などを進めます。 

 

◎「おしゃまんべ毛がにまつり」などイベントの充実強化 

「おしゃまんべ毛がにまつり」について、地元特産品など地域資源を全国に発信する効果

的なイベントとして位置づけるとともに、地域ブランドの発掘や販路開拓の機会としての活

用を目指します。また、イベントの充実に向け、新たな人材を活用した運営体制見直しや、

配置等を含めた会場の見直しを行う。 

 

 ◎温泉施設を活用した合宿誘致 

交流人口の拡大と施設の有効活用を図るため、スポーツ合宿と温泉施設を組み合わせた各

種団体の合宿誘致事業を推進します。 

 

重要業績評価指標（KPI） 

項  目 基準値 目標値（Ｒ７） 

・外国人観光延宿泊者数 未集計(H30) 1,000人泊 

・観光入込のピーク月とオフピーク月の比率 2.48倍(H30) 2.0倍以内 

・観光入込客数 49.3万人(H30) 20％増 

新 

 

S 8 
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②多様な「縁」を基盤にした関係人口の拡大 

 

◎東京理科大学の知的資源を活かしたまちづくり 

東京理科大学で実施されている町の課題解決の手法等のカリキュラムを活用したまちづく

りを進めます。また、世界発の毛がに養殖成功に向けての研究など東京理科大学の知的資源

を活かしたまちづくりを検討します。また、東京理科大学関連各種イベントへの参加等、関

係人口拡大に向けた取り組みを実施します。 

 

◎地域の将来を支える人材確保に向けた小・中・高生のふるさと教育の推進・支援 

町内において、小・中・高・大でのまちづくり総合学習を実施するとともに、児童・生徒・

学生と町民各世代との交流を図ります。また、まちづくり課題解決に向けたワークショップ

（町民・生徒・学生等）を開催するほか、ふるさと教育においては、関係町職員の積極的な

参加（学習の中での講師等）を促進します。 

 

重要業績評価指標（KPI） 

項  目 基準値 目標値（Ｒ７） 

・留学生による英語学習を含めた交流機会 0回(H30) 年 1回以上 

・まちづくりワークショップの開催件数 0件(H30) 年 1件以上 

 

 

③新幹線の開業を見据えた移住・定住の促進 

 

◎「空き家バンク」や「移住ナビ」の整備、移住支援事業など情報発信の強化 

町内では、民間の不動産情報の提供が不足しており、新幹線開業を見据え、「空き家バンク」

や「移住ナビ」の整備、移住支援事業など、移住者への住居や就職の情報発信の強化を図り

ます。 

 

◎地域おこし協力隊の活用と定住化の促進 

地域おこし協力隊制度を活用して、図書館活動や地域の文化活動を推進する地域文化推進

員や、長万部町の観光情報を町外に向けて発信する観光推進員をはじめ、課題となっている

分野を精査し募集しながら、採用された隊員の将来的な定住化を促進します。 

 

◎空き家・空き店舗などを活用した新世代の ICT環境に対応したサテライトオフィス等の誘

致促進                              

町内の空き家や老朽化した不動産の流通を促進するとともに、改修に対する優遇施策など

を検討することにより、ICT環境に対応したサテライトオフィスの誘致を促進し、先進事例を
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参考にしながら誘致促進条例等の検討や、リノベーション（改修）事業等も含め、具体的な

誘致促進活動を推進します。 

 

重要業績評価指標（KPI） 

項  目 基準値 目標値（Ｒ７） 

・情報発信による移住定住実績 0件(H30) 1件以上 

・地域おこし協力隊からの定住者 1人(H30) 2人以上 

・空き家・空き店舗の利活用 0件(H30) 1件以上 
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戦略３ 若者・女性が輝ける、子育て環境に恵まれた住みやすいまちづくり 
 

（１）主な数値目標（令和７年度） 
・子育て支援センターの年間延べ利用者数 1,600人以上（平成 30年度 1,500人） 

・長万部高校の入学者数 20名以上（平成 30年度 29名） 

・小学校・中学校における情報端末の整備 1人 1台以上（平成 30年度 0.3台／１人当） 

 

（２）基本的方向 
新たな世代が安心して住み続けられるよう、若者や女性、外国人も含めた多様な層が安心

して住まうことができる魅力あふれる環境づくりを目指します。 

 

（３）主な施策と重要業績評価指標 
①子育て支援体制の充実 

 

◎子育て支援センターを核とした各種相談実施 

地域と連携した子育て環境の充実を図るため、子育て支援センターを拠点とした家庭、児

童相談の実施や子育てサークルによる親同士の主体的活動及び育児サークル活動を支援しま

す。（みんなの広場、遊びの広場、保育所開放、子育てサークル応援、子育て相談など） 

 

◎若い世代が安心して子育てできる支援環境（学童保育、一時保育等）の形成 

児童の健全な育成と子育てしやすい環境を充実させるため、休日や放課後等に児童に適切

な遊び場や生活の場を提供する学童保育や一時保育を実施します。 

 

重要業績評価指標（KPI） 

項  目 基準値 目標値（Ｒ７） 

・子育て支援センターの年間延べ利用者数 1,500人 1,600人※ 

・学童保育、一時保育の年間延べ利用人数 2,068人 2,200人 

※保護者・児童含む 

 

②高校や大学、若者世代が輝くまちづくり 

 

◎高大連携の推進 

東京理科大学の教員による出張講義などを実施するほか、高校生などを対象とした受講体

験を推進します。また、教育活動において協力を深めるための教職員及び学生・生徒の交流

事業を推進するほか、留学生との交流事業を実施します。 
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◎長万部高校の魅力向上に向けた各種取組の実施 

保護者の経済負担軽減策として、通学費補助や入学時の制服購入費補助を引き続き実施し

ていくほか、通学事情に対応したスクールバスの運行等により通学環境を支援します。また、

進学者を対象とした奨学金の給付及び貸付を継続するほか、公務員受験講習の補助や給食の

提供など各種支援事業を行います。 

 

◎理科大との連携による小中高生への学習支援活動の実施 

現在実施している東京理科大学と連携した町内児童・生徒を対象に「科学教室・英会話教

室」を引き続き実施するとともに、2021年度の東京理科大学の学部・学科再編に合わせ、環

境変化に対応した学習支援活動の見直しを進めます。 

 

◎情報化・AI社会に対応できる子どもの育成 

小学校・中学校における ICT 環境の整備を進めるほか、学校の情報化分野におけるスキル

向上や地域人材の活用等による ICT 教育の充実を図ります。また、子どもたちが学んだこと

を実践できる場の提供（SNSや動画配信サービスを利用した情報発信等）についても検討しま

す。 

 

重要業績評価指標（KPI） 

項  目 基準値 目標値（Ｒ７） 

・東京理科大学推薦枠（２枠）の利用者数 － 1名 

・長万部高校の入学者数 20名 20名以上 

・東京理科大との連携による学習支援活動回数 2回 年 4回以上 

・小学校・中学校における情報端末の整備 0.3台／1人当 1人 1台以上 
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戦略４ 広域的な地域連携が進む安心して暮らせるまちづくり 
 

（１）主な数値目標（令和７年度） 
・長万部駅を発着する路線バスの便数 現状維持 

・防災訓練（防災出前講座）の実施回数 年 1回以上 

・連携による新規事業の創出 6件以上 

 

（２）基本的方向 
持続的かつ効率的な住民サービスの提供を図るとともに、近隣市町村との連携・交流を図

り、広域的な視点で多様な機能が確保できる環境づくりを目指します。また、災害に強い地

域づくりを目指します。 

 

（３）主な施策と重要業績評価指標 
①生活交通の維持・確保 

 

◎持続的で効率的な地域公共交通サービスの提供に向けた検討 

持続的で効率的な地域公共交通サービスの提供に向け、地域公共交通網形成計画を策定す

るほか、計画に基づいた各種事業（コミュニティバス、デマンド交通などの実証実験や調査）

を進めます。 

 

◎老人福祉バスの運行やタクシー料金の助成 

高齢者や障害者の方などの通院や買い物のための移動手段を確保し、利便性を向上させる

ため、タクシー料金の一部助成や老人福祉バスの運行の充実を図ります。 

 

重要業績評価指標（KPI） 

項  目 基準値 目標値（Ｒ７） 

・長万部駅を発着するバスの便数 24便 現状維持 

・タクシーチケット利用実績 74％ 80％ 

 

 

②安心して暮らせる地域づくり 

 

◎地域防災体制の充実 

防災訓練（防災出前講座）の実施や災害時備蓄品購入、自主防災組織結成の促進、広報誌

を通じた防災に係る啓発などにより地域防災体制の充実を図ります。 
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◎地域医療や消防救急体制の充実（安心できる医療の確保） 

北渡島檜山圏域において、医療機関と消防機関が連携を強化し、八雲総合病院を中核とし

た地域医療の充実を図るとともに、総合的な診療ができる医師や看護師、各種技師の安定的

な確保に向け、魅力ある医療環境づくりを進め、高齢者等が安心して暮らせるよう、多様な

暮らしを支えあうまちづくりを推進します。 

 

◎介護人材の確保など福祉を担う人材育成 

社会福祉協議会、町内社会福祉法人と協議し、町外からの介護従事者の就職促進にも繋が

る施策及び社会福祉協議会の制度を活用した介護資格取得に係る助成等を進めます。 

 

重要業績評価指標（KPI） 

項  目 基準値 目標値（Ｒ７） 

・防災訓練（防災出前講座）の実施回数 － 年 1回以上 

・渡島檜山圏域における医療懇談会の開催回数 － 年 1回以上 

・福祉を担う人材育成対象者数 － 年 3人以上 

 

 

③近隣市町村との連携・交流 

 

◎「はしっこ同盟」など近隣自治体との交流・連携推進 

長万部町・黒松内町・豊浦町３町連携会議（はしっこ同盟）を基盤としながら、北渡島・檜

山 4 町地域連携推進協議会等も平行して推進し、産業・教育・観光・福祉など様々な分野に

おいて、関係町の官民交流を深め、新幹線開業に向けた機運を高めるための各種取組を実施

します。 

 

重要業績評価指標（KPI） 

項  目 基準値 目標値（Ｒ７） 

・連携による新規事業の創出 － ６件 

・新たな市町村連携モデルの創出 － １件 
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